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あらまし：Sakai CLE は Java フレームワークで開発されているため機能を追加するには Java 開発環境

の理解が必要となっており，少ない開発要員で開発を余儀なくされる大学にとっては課題となっている．

本報告では遠隔講義を支援するために実験的に PHP にて開発された出席者情報提示システムをデータ

ベース統合によって Sakai CLE の一機能として簡便に追加する試みを紹介する． 

キーワード：オープンソース CMS，Sakai，Ja Sakai 
 

1. はじめに 
オープンソース CMS を採用する理由は様々であ

るが，学生の学習効果および教員の教授効果を向上

させるために独自のシステムを開発できるというこ

とが最大の理由のひとつであろう．Sakai CLE は数

多くの機能を有しているが，筆者らは Sakai CLE に

出席管理システムを付け加え授業で利用しており(1)，

Sakai CLE といえども自由な教育を実施する教員に

とっては完全な教育支援環境ではない．また，筆者

らは ICT を活用した教育環境の向上を目指して様々

な教育システムを開発しており，必ずしも当初から

Sakai CLE への組み込みを想定しているわけではな

い．そのため実証実験を行い，その結果が良好な場

合には Sakai CLE の一機能として組み込みたい場合

がある．本研究で対象としている出席者情報提示シ

ステムもそのひとつで，当初は遠隔教室における

Active Learning を促進するために開発された(2)．本

研究ではこの出席者情報提示システムを Sakai CLE
に統合させることを試みる． 

2. Sakai CLE との統合のメリット 
出席者情報提示システムは，講義に参加する学生

が入室する際に、あらかじめ配布された IC タグカー

ドを IC タグリーダで読み取り，読み取った ID とデ

ータベースに登録された学生 ID から，学生氏名，

学部，属性を含む出席者名簿を生成し教員の手元に

ある PC で教室にいる学生一覧を表示するシステム

である (図 1)．Sakai CLE のユーザプロファイルに

は学生が自己紹介を入力できる項目があり，さらに

必要に応じて Sakai CLE に属性項目を追加すること

ができる．出席者情報提示システムを Sakai CLE に

統合すれば，教員は出席している学生のより詳細な

プロファイルを Sakai CLE に登録されたデータから

参照することができるようになる． 

3. データベース統合による機能拡張 
表 1 に出席者情報提示システムのシステム構成を

示す．出席者情報提示システムを開発する際に OS
として Linux，データベースとして MySQL を選択し

た理由は，すでに Sakai CLE を稼働させていた環境

があり，それが Linux および MySQL を採用してい

たことにほかならない．一方，出席者情報提示シス

テムで PHP を採用している理由は開発効率を優先

したためである． 
表 1 を参照すると一見してデータベースでの統合

が可能性としてあることがわかる．これは梶田らが

提案している統合方法のなかでは「ミドルウェアレ

ベルでの統合」にあたるものである(3)． 
表 1 出席者情報提示システムと Sakai 稼働環境 

 
出席者情報 

提示システム 

Sakai CLE

2.5.3 

ユーザインターフェース Web Web 

Web サーバ Apache Tomcat 

開発言語 PHP Java 

データベース MySQL MySQL 

OS Linux Linux 

データベースレベルでの統合は次のような利点が

考えられ，本研究では実装を通じてこれらの確認を

行う． 
• Sakai CLE で管理されているユーザ情報，科目情

報など講義を実施するための様々なデータを活

用できる． 
• データベース管理システムが有する様々なテー

ブル操作機能を活用することによって統合に必

要なプログラムの開発を削減できる． 

4. Sakai CLE への組み込み 
図 1 で示した出席者情報提示システムを Sakai 

CLE に組み込んだ際のシステム構成を図 2 に示す． 
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図 1 出席者情報提示システム構成 



具体的には Sakai CLE が稼働しているサーバに

Web サーバの Apache と PHP 環境を加え出席者情報

提示システムのサーバシステムを追加した．出席者

情報提示システムにて必要となるデータベースは

Sakai CLE のデータベースを使い，出席者情報提示

システムにて必要となるテーブルは Sakai CLE と同

一データベース内に追加した． 

次に，教員 PC に学生リストを表示する手順を示

す．出席者情報提示システムクライアントが IC タグ

カードの ID 情報を読み取り，その ID をサーバにア

ップロードし，サーバではその ID を MySQL データ

ベースに登録する．サーバでは MySQL のデータベ

ース機能を使って Sakai CLE で管理される学生属性

テーブルと ID 情報を連携して各種属性を有する出

席者データを生成する．最終的に，これらのデータ

はブラウザ上に表形式のリストで表示される． 
これには 4 つのテーブルが関連しており，その連

携を図 3 に示す．出席者情報提示システムでは学生

が IC タグカードをリーダにかざすことよって IC タ

グカード ID と時間が記録される．このデータはサ

ーバにアップロードされる際にクラス番号，キャン

パス ID を付加され，サーバ上のデータベースに

MURECORD というテーブルで格納される．なお，

IC タグカードは名古屋万博の入場券で使われたミ

ューチップを利用しているので，IC タグカード ID
はミューチップ ID と同義である．一方，出席者情

報提示システムにて利用する氏名，所属学部などの

属性データは SAKAI_PERSON_T というテーブルに

保管されている．これらの属性を出席している学生

ごとに表示するためにクラス番号をキーとしてデー

タベースを検索できるようにする．そのために

MURECORD テーブルと SAKAI_PERSON_T テーブ

ルを関連付ける必要があり，出席者情報提示システ

ム の S_MASTER テ ー ブ ル と Sakai CLE の

SAKAI_USER_ID_MAP を使う．それぞれの変数の

対応は図 3 に示す通りであり，結果として

MURECORD テーブルと SAKAI_PERSON_T テーブ

ルを関係づけることができる． 
改 造 前 の 出 席 者 情 報 提 示 シ ス テ ム で は

MURECORD テーブルと S_MASTER テーブルの 2
つのテーブルにて出席者情報を提示していたが，

Sakai CLE との連携ではテーブルが 4 つになり，そ

の連携が複雑になるため CARS_SAKAI という View
を作成し出席者情報提示システムサーバにおける

PHP プログラムの複雑化を抑制した． 
あるクラスに参加する出席者の情報を表示するに

は CARS_SAKAI View を使い，クラス番号を示す

classid をキーにして select を行い，出席している学

生の属性をデータベースから抽出する． 

5. おわりに 
データベースを共有することによって Java で開

発された Sakai CLE に PHP で開発された出席者情報

提示システムを組み込むことができた．「Sakai CLE
は Java で開発されているので機能追加も Java でな

ければならない．」という制約は必ずしもすべての場

合に適用する必要はなく，構成によっては PHP など

の生産性の高いプログラミング言語で機能を追加す

ることができる． 
Sakai CLE で管理されるデータには授業運営に必

要なデータが揃っているので，教育支援基盤として

位置づけることができる．この基盤にてデータベー

スを共有することによる統合の可能性は高い． 
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id: キー

muid: ミューチップID
murectime: 記録時間

classid: クラス番号

siteid: キャンパスID

＊MURECORD

userid ← S_MASTER
surname ← SAKAI_PERSON_T
given_name ← SAKAI_PERSON_T
interest ← SAKAI_PERSON_T
ou ← SAKAI_PERSON_T
siteid ←MURECORD
murectime ← MURECORD
classid ←MURECORD

＊CARS_SAKAI

id: キー

muid: ミューチップID
userid: ユーザID

＊S_MASTER
user_id: ユーザID
eid: ログインID

＊SAKAI_USER_ID_MAP
agent_uuid: ユーザID
surname: 姓
given_name: 名
interest: 興味領域

ou: 学部

＊SAKAI_PERSON_T
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図 3 出席者情報提示システムと Sakai CLE の

テーブル統合 


